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2018 年 12 月、政府は外国人労働者の受け入れ拡大に関する基本方針などを閣議決定し
た。2019 年 4 月には、人手不足の分野で一定の技能を持つ人を対象に新たな在留資格「特
定技能」が創設されることにより、今後、多くの外国人が受け入れられると予測される。 
以前でも、外国人を大量に受けいれる計画があった。労働力としての受け入れではなく、
世界中の優秀な人材を確保するために、1983 年、文部科学省は「留学生 10 万人計画」を
策定した。また、2008 年、文部科学省は「留学生 30 万人計画」を策定した。日本の「グ
ローバル戦略」の一環として、2020 年に日本国内の外国人留学生を、当時の 14 万人から
30 万人に増やすというものである。この計画により、大学では年々留学生の数が増える傾
向がある。そして、独立行政法人日本学生支援機構の調査1により、2017 年 5 月 1 日の時点




(出典：独立行政法人日本学生支援機構 2017 年留学生在籍状況調査) 
                                                   
1独立行政法人日本学生支援機構(2017) 「平成 29 年度外国人留学生在籍状況調査結果」 









て就職した留学生は全体の 31.1％だけであった(図 2)。「日本再興戦略改訂 2016」5におい
て、外国人留学生の日本においての就職率を 3 割から 5 割へ向上させることを閣議で決定






図 2 外国人学生の国内における就職状況 
 (出典：独立行政法人日本学生支援機構「外国人留学生進路等状況調査」H22－28 年度) 
留学生の増加と定住は地域の人手不足の問題を解消するという可能性がある。しかし。
                                                   
2 内閣府 HP(2018)「外国人材活躍推進プログラム」(2018 年 12 月 21 日閲覧) 
https://www5.cao.go.jp/keizai1/gaikokujinzai/index.html  
3独立行政法人日本学生支援機構(2015)年「私費外国人留学生生活実態調査」(2018 年 12 月 21 日閲覧) 
https://www.jasso.go.jp/about/statistics/ryuj_chosa/h27.html  
4独立行政法人日本学生支援機構(2016)「外国人留学生進路等状況調査」(2018 年 12 月 21 日閲覧) 
https://www.jasso.go.jp/about/statistics/intl_student_d/data17.html 
5「日本再興戦略改訂 2016」https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/pdf/2016_zentaihombun.pdf(2019 年 1 月 6
日閲覧) 


























                                                   
7八王子市(2017)「平成 28 年度市政モニター第２回アンケート結果」(2018 年 12 月 21 日閲覧) 
https://www.city.hachioji.tokyo.jp/shisei/001/002/005/005/p003046_d/fil/28-2annke-tokekka.pdf 




表 2 留学後の苦労 
 














































































                                                   
9 石井敏,・久米昭元編集 (2013)『異文化コミュニケーション事典 = Encyclopedia of intercultural communication』春
風社 
10 毛受敏浩(2016 )『自治体がひらく日本の移民政策-人口減少時代の多文化共生への挑戦』明石書店 
11 総務省「多文化共生の推進に関する研究報告書」総務省 http://www.soumu.go.jp/kokusai/pdf/sonota_b5.pdf(2018





























人数 3598 3778 825 733 809 2476 
割合 29.4％ 30.6％ 6.8％ 6.0％ 6.6％ 20.3% 
（出典：八王子市多文化共生推進プラン⁹⁾より筆者作成） 
                                                   































































































































































 複雑アプローチの代表的なモデルは Clary et al.(1998)³⁾が提唱している VFI モデルであ
る。VFI モデルは 6 つの機能要因に分類している。 
 
①Values：(価値) ボランティア活動は、他者に対する利他主義や人道的な懸念に関連する。 
「One function that may be served by involvement in volunteer service centers on the 
opportunities that volunteerism provides for individuals to express values related to altruistic 
and humanitarian concerns for others. 」13 （Clary et al.,1998,p.1517） 
 
②Understanding(理解) ボランティア活動により、新しい知識や経験が学べる。 
「A second function potentially served by volunteering involves the opportunity for 
                                                   
13 Clary, E.G., Snyder, M., Ridge, R.D., Copeland, J., Stukas, A.A., Haugen, J., & Miene, P.（1998）. Understanding 




volunteerism to permit new learning experiences and the chance to exercise knowledge, 
skills, and abilities that might otherwise go unpracticed.」（Clary et al.,1998,p.1518） 
 
③Social (社会) 友達とのつながりはボランティア活動に参加する一つの要因である。 
「A third function that may be served by volunteering reflects motivations concerning 
relationships with others. Volunteering may offer opportunities to be with one's friends or to 
engage in an activity viewed favorably by important others.」（Clary et al.,1998,p.1518） 
 
④Career（キャリア) ボランティア活動はキャリアに利益を与える一つの要因である。 
「A fourth function that may be served by volunteering is concerned with career-related 
benefits that may be obtained from participation in volunteer work. (Volunteering is a 
means of preparing for a new career or of maintaining career-relevant skills.)」（Clary et 
al.,1998,p.1518） 
 
⑤Protective (保護) 自分より不幸な人を助けることにより、自分の問題を忘れさせる。 
「A fifth function traces its roots to functional theorizing's traditional concerns with 
motivations involving processes associated with the functioning of the ego. In the case of 
volunteerism, may serve to reduce guilt over being more fortunate than others and to 




「Some respondents report that they volunteer for reasons of personal development or to 
obtain satisfactions related to personal growth and self-esteem. Thus, in contrast to the 
protective function's concern with eliminating negative aspects surrounding the ego, the 
enhancement function involves a motivational process that centers on the ego's growth and 




日本の研究について、坂野(2002)⁴⁾は東京都 A、B 大学および中国・四国地方の C、D 大










































                                                   













表 6 先行研究まとめ 
 参加要因 阻害要因 











篠原(1977)⁵⁾ ・時間のゆとり 時間のゆとり 







近藤ほか(2015)⁸⁾ ない 情報 
森岡(2016)⁹⁾ 友人 友人 


















































































































































































因は表 7 のように分類できると考える。 
表 7 先行研究分類表 
 参加要因 阻害要因 


























































































                                                   
15八王子市(2018)「八王子市多文化共生推進プラン」(2018 年 12 月 21 日閲覧) 
https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/shimin/004/002/tabunkakyouseisuisinpuran/p023108_d/fil/planrevision.pdf 
16総務省 多文化共生の推進に関する研究会 (2018 年 12 月 30 日閲覧) 
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/tabunka_kenkyu_h30/index.html 
17総務省(2006)「多文化共生の推進に関する研究報告書 (2018 年 12 月 30 日閲覧) 
http://www.soumu.go.jp/kokusai/pdf/sonota_b5.pdf(2018 年 12 月 30 日閲覧) 
























                                                   
19財団法人自治体国際協会 HP http://www.clair.or.jp/j/multiculture/shiryou/jigyo-genre.html(2018 年 12 月 30 日閲覧) 
20総務省 多文化共生の推進に関する意見交換会
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/tabunka/index.html(2018 年 12 月 30 日閲覧) 
21内閣官房 外国人との共生社会実現検討会議 https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kyousei/index.html (2018 年 12 月
30 日閲覧) 

















2006 年 9 月に、外国人市民の社会参加を推進し、外国人市民と日本人市民がお互いの文
化等を理解し、外国人市民にも暮らしやすいまちづくりを進めるためとして、八王子市は
「外国人市民会議」23を設立した。 
2013 年 3 月に、外国人市民会議からの提言や八王子国際化推進プラン検討委員会におけ
る議論を経て、「八王子市多文化共生推進プラン」24を策定された。 




















表 8 2018 年度八王子国際協会における地域国際交流活動一覧表 
事業名 活動 2018 年参加人数 目的 活動場所 
生活・コミ
ュニケーシ
語学ボランティア 0 人 




                                                   
23 八王子市 HP 多文化共生推進評議会(2018 年 12 月 30 日閲覧) 
https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/shimin/004/002/tabunkakyoseisuihyougikai/p000093.html 
24 八王子市 HP (2018 年 12 月 30 日閲覧) 
https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/shimin/004/002/tabunkakyouseisuisinpuran/p023108_d/fil/plan.pdf  
25八王子市(2018)「八王子市多文化共生推進プラン」(2018 年 12 月 21 日閲覧) 
https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/shimin/004/002/tabunkakyouseisuisinpuran/p023108_d/fil/planrevision.pdf 
































パ フ ォ ー マ ン ス
3，4 人 
当日の留学生ボラ
ン テ ィ ア  20 －
30 人 







































                                                   
27八王子市国際交流協会 HP 平成 28 年度事業報告(2019 年１月 3 日閲覧)  
http://hia855.com/wp-content/uploads/2014/11/%E5%B9%B3%E6%88%9028%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E4%BA
%8B%E6%A5%AD%E5%A0%B1%E5%91%8AR.3.pdf 














表 9 2018 年度大学コンソーシアム八王子における地域国際交流活動一覧表 
活動名 目的と内容 参加人数 活動場所 










(出典：大学コンソーシアム八王子 HP 及びインタビューより筆者作成) 
 
  
                                                   








参加状況は表 10 の通りである。 
 
表 10 2018 年度八王子市の留学生地域貢献活動における地域国際交流活動一覧表 





































                                                   
30 八王子市 HP 地域貢献活動 (2018 年 12 月 21 日閲覧) 
















 2018 年 10 月に、首都大学東京に在籍している留学生は 606 人。2012 年から、留学生の
数がほぼ毎年増長している。国際課と国際センターが留学生を国際交流活動支援するため
に、表 11 の通りに様々な活動を行っている。 
 
 
表 11 首都大学東京国際課活動一覧表 
 開催時間 参 加 人
数 
目的 活動の場所 
留 学 生 セ ミ ナ
ー 
 








6 月 30 日、
7 月 1 日 
19 名 川越、長瀞 
11 月 17
日、18 日 
35 名 富士山 
異 文 化 理 解 講
座 ( 日 本 の 生
活) 
4 月 11 日、











異 文 化 理 解 講
座(江戸東京博
物館見学) 
10 月 20 日 13 名 日本の文化などにふれたり、学生
同士の交流を通して相互の異文化
理解を深める。 




新 入 留 学 生 オ
リ エ ン テ ー シ
ョン 










新 入 留 学 生 ウ
ェ ル カ ム パ ー
ティー 









外 国 人 留 学 生
の た め の 就 職
活 動 ガ イ ダ ン
ス 






＆ Field Trips  
7 月 19 日、
25 日 
両 日 と
も 35 名 
日本の事情や文化について学び、
学生間の交流を図る。 
学 校 内、 立
川、杉並区 
フ ェ ア ウ ェ ル
パーティ― 









                                                   




2018 年に帝京大学に在籍している留学生は 943 名である。2018 年度開催している活動は
表 12 の通りである。 
 
表 12 2018 年度帝京大学の国際課・国際センターの活動 




3 月 31 日
(土) 








4 月 14 日
（土） 




9 月 29 日
（土） 




10 月 20 日
（ 土 ）・ 21
日 （ 日 ） 
10 ： 00 ～
16：00 




2018 年 10 月に中央大学に在籍している留学生は 864 名である。2018 年度開催している
活動は表 13 の通りである。 
 
表 13 2018 年度中央大学の国際課・国際センターの活動 
活動 開催時間 参加者人数 目的 場所 
新入留学生歓迎
パーティー 









                                                   
32帝京大学 HP  https://www.teikyo-u.ac.jp/index.html (2018 年 12 月 21 日閲覧)) 









 2018 年 9 月に創価大学に在籍している留学生は約 750 名である。2018 年度開催している
活動は表 14 の通りである。 
表 14 2018 年度創価大学の国際課・国際センターの活動 
活動 開催時間 参加者人数 目的 場所 
春季新入留学生
歓迎会 
4 月 6 日 261 名 留学生を迎える 学校内 
秋季新入留学生
歓迎会 





















                                                   















Hands は 2010 年 5 月に結成された国際交流ボランティア団体である。留学生・日本人
学生・地域の方々がお互いに支え合い、友好関係を深めることを目指し、首都大学東京国
際センターと緊密に連携しながら活動している。年間の活動は表 15 の通りである。 
 
表 15 Hands の活動 
開催時期 活動名 
4 月 新入留学生オリエンテーション・新歓イベント 
5 月 全体 MGT・新歓 BBQ 
7 月 Hands スポーツ大会 
8 月 Hands 小旅行 
9 月 Hands キャンプ 
10 月 ハロウィンパーティー 
12 月 International Party 
1 月 マッコーリ―大学歓迎会 
 







                                                   












国際交流アシスタントの活動は以下の表 16 の通りである。 
 
表 16 国際交流アシスタントの活動 
開催時期 活動名 
4 月、9 月 留学生ガイダンス 
4 月、9 月 留学生バスツアー 
4 月 新入留学生スタートアップガイダンス 
5 月、9 月 新入留学生歓迎会 
5 月 スポーツイベント 
5 月 お団子作りイベント 
7 月、2 月 短期・交換留学生歓送会 
7 月 夏祭りイベント 
10 月 ハロウィンパーティー 
11 月 料理イベント 
12 月 留学生クリスマスパーティー 
1 月 もちつき大会 
 







                                                   





















表 17 創価大学留学生会の活動 
開催時期 活動名 参加者 
4 月 20 日 友好祭 約 120 名 
5 月 12 日 運動会 約 70 名 
12 月 Forever Party 約 300 名 
(出典：創価大学37の HP より筆者作成 2018 年 12 月 21 日閲覧) 
 
  
                                                   
















2018 年 11 月 21 日、2017 年 12 月 12 日)。また、学校内の組織について、首都大学東京の




















































際センターの留学生歓迎会と比べれば少ないが、Hands の International Party や、創価大学




























各組織が開催する活動は以下の表 18 のように比較できる。 
 
表 18 各組織の活動の比較 
 組織 活 動 種
類 
参加人数 活 動 の
連続性 


































































































 筆者は 2018 年 9 月から 2018 年 12 月まで、八王子市の留学生が最も多い八王子市の 5
つの学校に在籍している 31 名の留学生にインタビュー調査を行った。インタビューの時間




インタビューに応じた留学生の属性は表 19 の通りである。 
 
表 19 インタビュー対象者一覧表 
協 力
者 
国籍・地域 学校 所属 年齢 性別 日 本 に 住
む時間 
1 中国 首都大学東京 理学研究科 24 女 2 年 
2 中国 首都大学東京 理学研究科 24 女 1 年 
3 中国 首都大学東京 都 市 環 境 科
学研究科 
23 女 1 年 
4 中国 首都大学東京 都 市 環 境 科
学研究科 
26 男 3 年 
5 中国 首都大学東京 都 市 環 境 科
学研究科 
22 男 半年 
6 中国 首都大学東京 法 学 政 治 学
研究科 
27 女 4 年 
7 中国 首都大学東京 人 文 社 会 学
部 
21 女 3 年 
8 中国 帝京大学 経済研究科 25 男 1 年 
9 中国 帝京大学 経済研究科 24 男 1 年 
10 中国 帝京大学 経済研究科 23 男 1 年 
11 中国 帝京大学 経済研究科 25 男 2 年 




13 中国 首都大学東京 理学部 23 女 4 年 
14 ベトナム 首都大学東京 人 文 社 会 科
学研究科 
28 女 4 年 
15 中国 首都大学東京 法 学 政 治 学
研究科 
28 女 2 年 
16 中国 首都大学東京 理 工 学 研 究
科 
25 女 3 年 
17 中国 首都大学東京 理工学部 22 男 3 年 
18 中国 首都大学東京 電 子 情 報 シ
ステム 
24 男 2 年 
19 中国 拓殖大学 国際学部 30 歳 以
下 
男 5 年 
20 韓国 首都大学東京 都 市 環 境 学
部 
24 男 4 年 
21 中国 首都大学東京 人文社会 20 女 3 年 
22 中国 首都大学東京 人文社会 22 女 4 年 
23 中国 首都大学東京 人文社会 21 女 4 年 
24 中国 首都大学東京 都 市 環 境 科
学研究科 
27 男 2 年 
25 韓国 首都大学東京 人文社会 24 男 3 年 
26 スウェーデ
ン 
首都大学東京 都 市 教 養 学
部 
24 男 5 年 
27 中国 首都大学東京 シ ス テ ム デ
ザイン学部 
24 女 6 年 
28 中国 首都大学東京 都 市 環 境 科
学研究科 
25 女 2 年 
29 中国 中央大学 総 合 政 策 研
究科 
20－25 女 1 年半 
30 台湾 拓殖大学 国際学部 23 男 4 年 
31 中国 創価大学 国 際 言 語 教
育 
























 八王子市における留学生人数が最も多い 5 つの大学に在籍している留学生 31 人にインタ






子市の留学生地域貢献活動に参加した人が 3 人であった。 
学校内の活動について、国際課・国際センターの活動に参加した経験がある学生が 19 人




















































インタビュー対象者が具体的にどんな活動に参加したことがあるのかは表 20 の通りである。 
表 20 インタビュー対象者の活動への参加状況 

































































下の表 21 の通りである。 






表 22 先行文献から取り出したコード一覧表 
コード 参考文献 具体例 





















文化体験 西平(2014)¹⁴⁾「中国留学発展報告」 日本文化を体験したい 
文化理解 西平(2014)¹⁴⁾「中国留学発展報告」 日本の文化を理解できる 















時間の余裕 篠原(1977)⁵⁾ 時間があったから参加した。 
 
表 23 先行研究で提示していないコード一覧表 
コード 定義 具体例 
日本語の練習 日本語を練習するための参加 日本語をよくしゃべるようになる
ためにいった。 
自分の鍛え 自分の能力を鍛えるための参加 自分の組織能力を鍛える 
新鮮さ 体験したことがないよりの新鮮さ 来たばかりの時は新鮮な感覚を持
っていて、活動に参加したかった 
国際交流 ほかの国の人と交流するための参加 他の国籍の人と交流できる。 
授業の義務 授業の義務としての参加 授業の一部だから、いかなければな
らない 




















 インタビュー調査対象者の発言を整理すると、参加要因に関する 15 個の小カテゴリーを
整理した。そして、15 個のカテゴリーか 8 つの中カテゴリーに統合した。さらに、個人要
因と組織要因という 2 つの大カテゴリーに分類した。 
 
表 24 参加要因一覧表 
大 カ テ
ゴリー 
中 カ テ ゴ リ
ー 






① 他 人 へ の
貢献意識 





② 知 識 や 技


































授業の義務 授業としての義務的な参加 授業の義務 












⑦ コ ス ト の
低さ 





手間コスト 手間がかからない活動に参加する コスト(手間) 



























 今回のインタビュー調査で２名の学生(7 さん、23 さん)は他人を手伝うために、活動に参
加すると述べた。留学生は自分の国の言語だけでなく、日本語あるいは英語、もしくは別
の言語を使える。留学生(７さん、23 さん)はそのような特長を利用し、他人に手伝ってあ









 以下の表 25 は他人への貢献意識について調査対象が語った内容である。 
  


























知識を学ぶために、活動に参加する留学生(7 さん、20 さん)がいる。また、AED の使い方
など日本語以外の知識、情報を学ぶために、活動に参加する留学生(15 さん、21 さん、23































以下の表 26 は知識や技術の学び及び発揮について調査対象が語った内容である。 
 
 
表 26 知識や技術の学び及び発揮について調査対象の語り 



































































インタビュー調査で、4 名の留学生(14 さん、25 さん、26 さん、31 さん)は友達に会う、あ






る留学生がいるということが明らかになった。インタビュー調査で 5 人(７さん、13 さん、









表 27 友人関係について調査対象の語り 
                                                   




























































以下の表 28 は「消極」的参加について調査対象が語った内容である。 
 
 






























以下の表 29 は自己肯定感の高まりについて調査対象が語った内容である。 
 
 


































以下の表 30 は時間の余裕について調査対象が語った内容である。 
 




























以下の表 31 はコストの低さについて調査対象が語った内容である。 
 
 


































以下の表 32 は活動の内容について調査対象が語った内容である。 
 
 





























































以下の表 33 の通りである。 





表 34 先行文献から取り出したコード一覧表 
コード 参考文献 具体例 
日本語不足 亀田(2015)⁶⁾ 日本語の能力をちょっと心配する 





























表 35 先行研究で提示していないコード一覧表 

















































































 インタビュー対象者の発言を整理するし、表 36 のように、阻害要因に関する 19 個の小
カテゴリーを抽出した。そして、９つの中カテゴリーに統合した。さらに、個人要因と組
織要因という二つの大カテゴリーに分類した。 
表 36 阻害要因一覧表 
大カテゴ
リー 
中カテゴリー 小カテゴリー 定義 コード 






















































友 人 関 係 の
「固定」 






























































 「言語力不足」は主に「日本語力不足」と「英語力不足」という 2 つに分類できる。 
 「日本語力不足」とは日本語が上手ではないため、活動に参加しないことである。イン
タビュー調査で、9 名の学生(１さん、２さん、3 さん、4 さん、５さん、10 さん、11 さん、
12 さん、18 さん)が日本語能力の不足により、日本語でうまくコミュニケーションできな
い(4 さん、10 さん、11 さん、12 さん)、気まずい状態に陥りやすい(４さん)、地域国際交
流活動に溶け込まない(１さん)などのことを提示した。 










以下の表 37 は言語力不足について調査対象が語った内容である。 
  














































インタビュー調査を受けた、31 名の学生の内 25 名の学生が仮説モデルの通り、余暇時間不
足を挙げた。余暇時間不足の原因は主に授業とアルバイトが多いからである。22 名の留学





以下の表 38 は余暇時間不足について調査対象が語った内容である。 
 




























20 スケジュールと合わないです。授業が忙しいところもあるし 。 
21 一部の活動は平日で行うので、授業があるから、行けない 





























































以下の表 39 は情報不足について調査対象が語った内容である。 
 































































５さん、20 さん)あるいは退屈(４さん、17 さん、30 さん)を感じる、参加しないというこ
とが明らかになった。それゆえ、留学生は一緒に活動に参加する人が存在しないことは地
域国際交流活動への参加の阻害要因を示すと言える。 
以下の表 40 は社会資源不足について調査対象が語った内容である。 
 





































































                                                   








表 41 個人的志向について調査対象の語り 
















自 己 「 保
護」志向 
14 まだ地域に溶け込まない。まだ 2 年間しか住んでおらず、長く住んでい
ないから。周りの日本人に迷惑をかけないだけ。もっと親しみたくない。 
友 人 関 係


































 以下の表 42 は情報発信不足について調査対象が語った内容である。 
 












































































以下の表 43 はコストについて調査対象が語った内容である。 















































インタビュー調査で 3 名の留学生(４さん、9 さん、18 さん)は活動に関する新鮮味がなく
なったため、参加しないと回答した。これらの語りを「新鮮さの喪失」と名付けた。 
 「活動の固定化」とは組織が毎年同じ内容の活動を開催するとこにより、留学生が参加



























































































 以下の表 45 は差別の抑制の失敗について調査対象が語った内容である。 
 




























































































表 46 提言と参加要因と阻害要因の対応関係表 
対象 提言 具体的方法 阻害要因 参加要因 
学校外
の組織 




友人関係 B 奨学金受給学生の発信 
すべて
の組織 











E 活動の場所の利便性 コスト(距離) 
余暇時間不足 
時間の余裕 
F 開催時間の調整 余暇時間不足 時間の余裕 







④差別の抑制 H 多文化共生意識啓発 差別の抑制の失敗  
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    留学生の地域活動参加に関するインタビューへのご協力のお願い 
拝啓 
 盛夏の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
































































会用 u 盘之类的进行拷贝。毕业之后我会将资料交给老师，老师会放到保险库里存放 5 年左
右。 
这次的采访虽然不会支付报酬，但是如果想看成果的话，可以提供完成版论文。 
这次采访的主要问题 
1.有没有参加过地区举行的活动 
2.参加这些活动的理由，不参加的理由 
3.国籍，学校，专业，年龄，性别，来日本多长时间 
 
希望能得到您的配合 
 
2018年７月 26日 
 
連絡方法 
 
 
